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京都市生物多様性プラン（2021-2030）の評価指標

⑴ 考え方
生物多様性の状態を端的に表す指標はなく、統計値や事業実績などの個々の増

減のみの評価はなじまないことから、本プランの評価に当たっては、複数の客観
的・主観的指標を設定し、指標ごとの評価を行ったうえで、各目標・達成項目の
達成状況を総合的に判断する。

⑵ 評価のイメージ
例えば、目標の達成項目ごとに１つ又は複数の指標を設定し、指標の推移に応

じて達成度をＡ〜Ｅの５段階で評価する。また、達成項目の評価を踏まえ、各
目標の達成度も同様に評価する。
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⑶ 評価指標の検討の流れ
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１．下記情報を参考に、各達成項目の進捗を評価できると考えられる評価指標
候補を検討（資料２−１）
・次期生物多様性国家戦略
・他都市の生物多様性地域戦略
・本市の各分野別計画等

２．令和４年度第１回生物多様性保全検討部会において審議【本日】

３．２を踏まえ、評価指標候補の精査及び再検討
達成項目ごとに２〜４つ程度の評価指標に絞り込み、目標値を検討

４．令和４年度第２回生物多様性保全検討部会において審議

５．４を踏まえ、評価指標の設定
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（参考１）2030年度までの
目標
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（参考２）次期生物多様性
国家戦略策定に向けたスケ
ジュール

4（出典）環境省ホームページ（https://www.env.go.jp/council/content/12nature03/000063325.pdf）
中央環境審議会 自然環境部会（第45回）資料２−１より引⽤

https://www.env.go.jp/council/content/12nature03/000063325.pdf

